
　

　

　 　

成約面積の動き ・ ・ 2022年4月の成約面積は 14,321坪で、

前月を4,718坪（49.1％）上回った。

前年同月比では8,679坪（153.8％）のプラスだった。

成約面積の構成 ・ ・ 今年成約した面積の累計は49,102坪。その内、未竣工ビル（建築中）は

8,691坪（17.7％）、竣工済ビルは40,411坪（82.3％）。

　
　
　

　 　

　

全　体 １月 ２月 ３月 ４月 小計 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合計

2020年 11,475 10,611 9,052 7,650 38,788 5,009 8,237 8,080 6,950 8,207 10,099 8,782 5,706 99,858

2021年 7,220 9,238 15,131 5,642 37,231 8,189 8,572 10,973 8,426 7,401 9,803 20,389 11,747 122,731

2022年 8,764 16,414 9,603 14,321 49,102 － － － － － － － － 49,102

竣工済ビル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

2020年 11,475 10,611 9,052 7,650 38,788 5,009 8,237 8,080 6,950 8,207 10,099 8,651 5,557 99,578

2021年 7,220 9,008 11,342 5,514 33,084 8,134 8,572 10,062 8,159 7,329 9,803 8,722 11,399 105,264

2022年 8,764 7,910 9,416 14,321 40,411 － － － － － － － － 40,411

未竣工ビル 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

2020年 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 131 149 280

2021年 0 230 3,789 128 4,147 55 0 911 267 72 0 11,667 348 17,467

2022年 0 8,504 187 0 8,691 － － － － － － － － 8,691

＊  表中の単位は全て「坪」で表示しています。

大阪市の成約面積

　　

※　「成約面積」とはテナント募集を行ったビルにおいて、各統計期間内にテナントが成約した面積の合計です。
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募集ビル全体の動き ・ ・ 2022年5月1日時点の募集中在庫面積は288,032坪（2,275棟）で、

前月より1,076坪（0.4％）増加した。

竣工済のビルの動き ・ ・ 当月は241,839坪（2,266棟）で、前月より1,050坪（0.4％）増加した。

募集中在庫面積全体に占める竣工済ビルの割合は84.0％。

未竣工のビルの動き ・ ・ 当月は46,193坪（9棟）で、前月より26坪（0.1％）増加した。

募集中在庫面積全体に占める未竣工ビルの割合は16.0％。

　 　
　

　 2019/1 2019/7 2020/1 2020/7 2021/1 2021/7 2021/12 2022/1 2022/2 2022/3 2022/4 2022/5

187,898 173,825 159,107 177,507 235,474 288,086 285,183 289,434 293,357 286,567 286,956 288,032

2,336 2,277 2,080 2,075 2,242 2,327 2,294 2,276 2,271 2,264 2,263 2,275

181,809 168,575 155,474 160,236 193,500 213,391 225,821 223,871 232,787 240,658 240,789 241,839

6,089 5,250 3,633 17,271 41,974 74,695 59,362 65,563 60,570 45,909 46,167 46,193

《竣工済ビルの内訳》

2,734 1,652 4,272 2,701 4,158 6,547 12,097 11,101 15,249 21,595 21,708 20,877

179,075 166,923 151,202 157,535 189,342 206,844 213,724 212,770 217,538 219,063 219,081 220,962

《未竣工ビルの内訳》

0 0 1,320 13,106 27,149 33,246 33,408 37,577 37,577 38,800 35,453 35,453

6,089 5,250 2,313 4,165 14,825 41,449 25,954 27,986 22,993 7,109 10,714 10,740

＊  2017年7月から2021年7月迄は６ヶ月単位、直近６ヶ月間は１ヶ月単位です。

＊  表中の単位は全て「坪」で表示しています。
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大阪市の募集中在庫面積

　　

（棟数）

　※　「募集中在庫面積」とは各調査時点における、募集面積の合計です。
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　　　募集預託金の動き ・ ・ 2022年5月1日時点での募集預託金は132,693円（9.8ヶ月）で、 

前月の133,507円（9.9ヶ月）から814円低下した。

　　　募集賃料の動き ・ ・ 当月の募集賃料（共益費込）は13,472円で、前月の13,486円からは

14円（0.1％）低下した。

　　　現空面積の動き ・ ・ 当月の現空面積は184,312坪で、前月の182,202坪からは2,110坪（1.2％）

増加した。

　

　

　
　
　
　
　
　

　 2019/1 2019/7 2020/1 2020/7 2021/1 2021/7 2021/12 2022/1 2022/2 2022/3 2022/4 2022/5

82,327 83,311 91,677 97,981 102,939 116,056 124,456 127,665 129,337 130,092 133,507 132,693

10,622 10,835 11,229 11,665 12,106 12,830 13,131 13,238 13,302 13,330 13,486 13,472

140,372 131,563 114,437 114,406 134,463 159,192 168,681 170,403 167,978 173,571 182,202 184,312

　

＊  2017年7月から2021年7月迄は６ヶ月単位、直近６ヶ月間は１ヶ月単位です。

＊  表中の単位は全て「坪」「円/坪（共益費込）」で表示しています。

　　　　　　　※　「現空面積」とは各調査時点において、テナントが入居しておらず、契約後、即入居可能な面積の合計です。

　　

大阪市の募集条件と現空面積

現空面積の推移

募集賃料の推移

募集預託金推移
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当月の空室率

2022年5月1時点で調査対象となった大阪市の 大規模ビル 大型ビル 中型ビル 小型ビル 全体平均

竣工済大規模ビルは393棟。 5.08％ 5.33％ 8.17％ 9.31％ 6.07％

空室率計算の分母となる貸付総面積は1,656,691坪。 4.21％ 4.20％ 6.35％ 7.40％ 4.85％

そのうち現空面積（＝未稼働スペース）が69,808坪あり、 3.39％ 3.78％ 5.81％ 6.59％ 4.15％

空室率は4.21％。前月の4.22%からは0.01％低下した。 7.87％ 5.91％ 8.32％ 9.84％ 7.72％

４月竣工の調査対象ビルはなかった。 8.02％ 7.11％ 10.56％ 11.79％ 8.43％

4.66％ 4.12％ 8.42％ 8.09％ 5.60％

＊　2019年7月から2021年7月迄は６ヶ月単位、直近６ヶ月間は１ヶ月単位です。

　
　
　
　
　
　
　

＊大規模ビルは１フロア面積200坪以上の物件。大型ビルは１フロア面積100～200坪。中型ビルは１フロア面積50～100坪。小型ビルは１フロア面積20～50坪。　　

＊小規模ビル（20坪未満）は調査カバー率が低いため、規模別空室率では表示しませんが、全体平均データには含まれます。

大阪市の空室率
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　　ﾈｯﾄ･ｱﾌﾞｿｰﾌﾟｼｮﾝの動き ・ ・ 2022年4月のネット・アブソープションは－1,050坪。１月からの累計は

＋19,730坪。前年における同期間累計との対比では34,319坪増加した。

　　新規供給面積の動き ・ ・ 2022年4月の新規供給面積は0坪。１月からの累計は37,698坪。

　
　
　

　 　

　

新規供給面積 1－4月 ネット・アブソープション 1－4月

（左棒グラフ） 5－12月 （右棒グラフ） 5－12月

■ネット・アブソープション（吸収需要）

１月 ２月 ３月 ４月 小計 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合計

2020年 11,304 1,466 -312 908 13,366 -2,414 -9,540 -8,439 -2,757 -6,362 -1,987 -5,280 -5,125 -28,538

2021年 -4,017 -2,706 -3,473 -4,393 -14,589 -5,083 3,274 -4,444 8,993 1,437 -4,179 -7,037 6,960 -14,668

2022年 -8,740 25,558 3,962 -1,050 19,730 － － － － － － － － 19,730

＊ ネット・アブソープション（吸収需要）＝「竣工済ビル募集面積（期初時点）」＋「新規供給面積（期間中竣工した新築ビル貸付総面積）」－「竣工済ビル募集面積（期末時点）」

 「ネット・アブソープション（吸収需要）」とは各統計期間における稼動面積（＝テナント入居済面積）の増減です。

■新規供給面積

１月 ２月 ３月 ４月 小計 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 合計

2020年 6,174 0 0 0 6,174 0 0 258 865 0 2,191 0 0 9,488

2021年 301 913 0 0 1,214 0 2,279 0 5,723 1,295 0 182 5,010 15,703

2022年 176 33,429 4,093 0 37,698 － － － － － － － － 37,698

＊ 「新規供給面積」とは各統計期間内に竣工した新築ビル貸付総面積の合計です。

＊  表中の単位は全て「坪」で表示しています。 　

大阪市のネット・アブソープション（吸収需要）
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データの見方

１．調査時点

　2022年 5月1日

　 　

２．調査期間

　2017年 7月 ～ 2022年 5月

３．統計日・統計期間

　各月１日時点（成約面積、新規供給、ネット・アブソープションは前月１日～末日の合計）

４．竣工分類

　１年以上先の竣工・・・・調査時点より１年以上先に竣工予定の物件

　１年以内の竣工・・・・・調査時点より１年以内に竣工予定の物件

　竣工後１年以内・・・・・調査時点の１年前までに竣工した物件

　竣工後１年以上・・・・・調査時点の１年以上前に竣工した物件

５．単位

　○成約面積、募集中在庫面積、現空面積、新規供給面積、ネット・アブソープション ： 坪

　○募集賃料、募集預託金 ： 円／坪

　○空室率 ： ％

６．空室率調査 　

　○空室率の規模分類は大規模ビル、大型ビル、中型ビル、小型ビル及び全体平均です。

　　小規模ビル（１フロア面積20坪未満）は未調査の割合が比較的高く、マンションタイプオフィスも含まれるため、

　　規模別での空室率調査からは除外されますが、全体平均には含まれています。

　○算出方法　　 　現空面積（未稼働面積）　÷　貸付面積（稼働対象面積）　＝　空室率（％）　

　○現空面積（未稼働面積）は、各統計日において弊社が得ているテナント募集情報を基に算出しています。

　　建築中ビルは竣工翌月より調査対象に加わり、竣工済み新築ビルでは未成約床、既存ビルでは次テナントの

　　入居が可能となる月を基準に解約後のテナント募集床を現空面積へ算入します。

　　統計日時点でテナント募集のない調査対象ビルは“満室稼働”として集計しています。

　　テナント募集非公表のビル、貸付面積不明のビルは空室率調査の対象外です。

７．用語の定義

（１）募集中在庫面積 …… 各統計日において、募集が公開されている面積の合計。

内部募集や公開募集前に成約した面積は含みません。

（２）成約面積 …… 募集中在庫面積のうち、各月毎に成約した面積。

公開募集に出ていても募集を中止した場合の面積は含みません。

（３）募集賃料、募集預託金 …… 募集条件（賃料、預託金）の平均値。賃料は共益費込。

（４）現空面積 …… 現在テナントが入居しておらず、契約後、即入居可能な面積の合計。

　　　（未稼働面積）

（５）貸付面積 　 …… 自社使用を除き、第三者（関連子会社含）に賃貸可能なオフィス

　　　（稼働対象面積） 床面積の合計。

（６）ビル規模 　 …… 大規模ビル ： １フロア面積 200坪以上の物件

大型ビル　 ： １フロア面積 100～200坪の物件

中型ビル　 ： １フロア面積 50～100坪の物件

小型ビル　 ： １フロア面積 20～50坪の物件

（小規模ビル ： １フロア面積 20坪未満の物件）

（７）新規供給面積 …… 「各統計期間内に竣工した新築ビル」貸付面積の合計。

（８）ネット・アブソープション …… 各統計期間内のオフィス需要面積（稼働面積＝入居済面積）の増減。

　　　（吸収需要） 算出方法

　＋「竣工済ビル募集面積（期初時点）」

　＋「新規供給面積（期間中竣工した新築ビル貸付総面積）」

　－「竣工済ビル募集面積（期末時点）」

※当レポートは情報提供を目的とし、情報の正確性に十分配慮して作成されておりますが、その内容を保証するものではありません。

　使用にあたっては貴社の責任と判断にて、お願い致します。

　©Sanko Estate Co., Ltd. All Rights Reserved.
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